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上

総

介

思

綿

、
上
総
介
忠
輝

四
五
六

阿

音E

秀

助

院雷管，..... 
t.c.咽

1
3
ん
か
』
崎
市
L

の
主
人
伊
怒
政
宗
(
ご
は
鰍

'E
左
大
医

w
w
w
o
の
玄
孫
中
納
言
出
限
の
未
来
仁
し

て
燦
尿
陀
ん
の
支
流
な
ん

J

、
体
ふ
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
彼
が
八
世
の
班
、
大
路
大
夫
政
宗
の
'
却
を
肱
弓
矢

の
滋
は
一
五
ふ
に
友
ば
歩
、
日
頃
敷
島
の
滋
に
必
を
寄
せ
、
よ
め
る
献
に
は
秀
逸
多
く
、
共
名
法
〈
将

軍
家
に
述
せ

ιリ
、
(
ニ
)
英
子
兵
部
少
輔
兵
宗
、
実
子
大
勝
大
夫
持
宗
、
共
子
兵
部
少
輔
成
宗
、
共
子
大
路

hm
ネ
ム
キ
小

大
犬
常
宗
、
其
子
左
京
大
夫
植
宗
、
英
子
左
京
大
犬
時
宗
を
経
て
、
其
子
左
京
大
夫
輝
宗
と
な
る
、
(
一
一
…
)

一
向
し
て
締
宗
は
資
に
政
宗
の
尖
に
し
て
め
同
時
に
於
て
伊
達
兵
は
蹴
に
・
中
央
政
界
之
訳
版
を
滋

性
1

り
(
凶
)
説
宗
は
永
縦
十
年
出
羽
米
撚
仁
生
る
(
五
)
、
幼
名
は
杭
凡
夫
丸
、
天
王
五
年
十
一
歳
に
て
元
服

す
る
や
、
尖
は
守
先
副
大
膨
大
夫
政
宗
文
武
の
名
奉
天
下
に
隠
れ
な
か
1

り
を
、
コ
れ
ば
波
哲
叉
あ
や

宅が
t
り
彦
ら
せ
よ
し
と
て
政
宗
之
名
の
ら
せ
し
と
ぞ
(
ム
ハ
)
、
天
正
十
二
年
十
月
十
八
歳
に
て
山
本
替
を
相

続
し
(
必
)
、
共
忽
年
尖
輝
宗
二
本
松
放
生
右
京
亮
義
縫
の
潟
め
討
た
れ
し
か
ば
政
宗
直
も
に
之
れ

E 
監i

宮

3 

I!l 

i 

が
仇
を
複
し
(
八
)
、
真
に
縫
ん
で
天
正
十
七
年
盛
名
家
を
減
し
て
合
搾
仙
滋
必
泌
を
飲
併
せ
、
白
か

ら
泉
川
滅
的
も
今
の
若
桜
に
治
す
(
九
)
、
悲
時
仁
静
岡
1
9
秀
吉
既
に
関
白
と
な
1
り
、
政
宗
の
慰
効
を
怒

む
と
と
接
し
く
、
相
続
の
北
依
氏
を
釘
従
ヘ
て
後
も
瓦
に
奥
羽
に
入
ら
ん
乙
と
を
討
議
す
る
仁

杢
y

り
し
か
ば
、
政
宗
の
潟
め
を
計
I

り
て
之
れ
が
上
絡
を
促
す
も
の
に
浅
野
住
民
政
あ
ん
よ
問
団
利
家

ゐ
ん
'
、
施
一
楽
院
会
宗
あ
'
夕
、
徳
山
秀
親
あ
J

り
(
十
)
、
叉
大
至
急
小
間
原
征
伐
に
参
加
す
可
営
乙
と
を
糊

ひ
る
唱
の
に
利
川
ハ
宗
悲
あ
1
9
、
発
次
あ
よ
り
、
上
郡
山
仲
翁
ゐ
よ
ツ
、
木
村
吉
治
あ

b
、
浅
野
長
政

q
亦
、
化

後
に
は
小
田
原
誕
畿
の
乙
と
kn

を
戒
ル
一
目
す
る
に
至
れ
r
り
(
十
一
)
、
然
わ
る
北
保
氏
と
遇
、
ザ
る
政
宗

は
(
十
二
)
、
臨
も
一
に
此
要
求
に
熔
・
ヂ
る
乙
と
能
は
・
ヂ
し
て
、
漸
く
天
王
十
八
年
四
月
を
以
て
業
態
度

を
決
す
る
に
選
れ
J

つ
(
十
一
ニ
)
、
か
く
て
底
ち
に
本
岡
宏
出
で
、
下
野
を
総
て
小
田
原
に
設
か
ん
と
せ

し
号
、
道
塞
が
っ
て
滋
過
し
難
く
、
巴
む
な
く
大
内
よ
t
p
米
諜
に
引
返
し
瓦
に
何
年
五
月
十
五
日

斤
倉
長
綱
以
下
百
騎
許
を
従
ヘ
て
岡
地
を
出
で
-h

越
後
に
入
よ
ツ
、
六
月
五
日
小
原
町
義
、
秀
吉
泉

31 

来
る
の
涯
を
を
責
め
て
、
之
れ
を
箱
根
山
中
の
底
悶
(
今
の
底
倉
)
に
幽
閉
す
、
政
宗
賞
時
二
十
四
歳
、

「
眼
井
方
な
る
、
髪
短
く
抑
し
初
て
釘
か
ん
山
れ
る
し
異
慨
の
容
貌
に
は
、
統
一
石
家
ん
一
刻
の
秀
吉
弘
、
コ
る
し

れ
者
と
思
ぴ
し
，
に
や
、
別
に
封
一
間
せ
安
、
日
ハ
、
だ
使
者
を
以
て
諮
問
せ
る
中
仁

上

総

介

路

線

岡
五
七
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秀
吉
桑
〈
替
、
監
絡
の
阻
に
列
J
P
、
博
陵
の
臓
に
佳
せ

L
よ

b
乙
の
が
花
、
普
天
の
下
率
土
の
演
、

凡
そ
王
A

仰
を
重
ん
安
る
ほ
ど
の
唱
の
、
我
が
門
に
紙
候
ず
る
輩
、
千
畏
を
渡
し
と
廿
歩
、
3
る
に

政
宗
累
代
の
家
を
う
け
縫
ぎ
、
数
郡
の
地
を
押
倣
し
、
滋
仁
…
皮
の
使
者
宮
、
だ
に
ま
ぬ
ら
せ
ポ
ノ
、

毎

に

隣

闘

の

大

名

等
F
C
地
を
争
ぴ
兵
を
椛
ヘ
、
中
に
宅
故
一
一
一
滞
介
感
隆
(
芦
名
)
コ
し
号
蛍
家
に

志
深
か

b
し
仁
、
彼
の
家
を
滅
し
て
、
命
日
待
他
港
十
一
郡
の
地
を
合
せ
奪
ふ
の
係
甚
以
て
奇
問

な
t
p、
ぎ
っ
と
一
々
隙

b
山
中
ぺ
し

政

宗

此

推

問

に

劃

し

て

一

々

実

理

を

遜

せ

し

が

ば

秀

吉

重

ね

て

北

依

氏

が

滅

ば

ん

乙

之

泣

き

に

あ
t
り
、
秀
吉
叉
主
命
に
奴
く
東
夷
等
を
恐
〈
征
伐
せ
ん
と
欲

Jr J 1;:羅

す
、
政
由
一
小
限

b
申
す
段
誇
る
事
な
が
ら
ん
仁
は
此
程
合
せ
奪
ふ
文
る
合
符
仙
滋
の
地
、
悉
く
米

b
〈
淑
・
門
に
紙
候
ナ
ペ
し
、
若
し
此
事
叶
ふ
可
ち
-JF
ん
ば
、
己
が
闘
を
守
て
、
戦
に
備
ふ
ペ
を
計

略
佐
川
廻
ら
す
べ
し
、
何
れ
の
道
な
ら
ん
下
電
波
か
に
馳
せ
締
1

り
て
御
下
向
を
待
ち
奉
る
べ
を

な

b 

わ
〈
て
見
参
叶
け
い
介
-
L
ソ
し
わ
ぱ
(
十
四
可
政
宗
急
ぎ
合
路
に
締
J

り
、
周
年
七
月
十
三
日
削
減
川
よ
1
9
米

絡
に
務
ょ
ッ
、
真
に
関
白
を
下
野
宇
都
宮
に
出
迎
ふ
、
秀
吉
大
に
悦
ぴ
、
彼
を
先
を
立
て
九
奥
州
に
入
J

り、

号
、
降
込

9
5仇長一

h

a
 

一一
‘

92hu点
目
渇
主
回
高
温
嘆
い
向
民
碍
H
H
u
e
-
q
一J
d

木

村

伊

勢

守

点

時

を

し

て

政

宗

が

乎

よ
I

り
黒
川
城
を
受
取
ら
し
め
、
命
日
給
仙
滋
故
に
越
後
小
河

、

の
庄
九
そ
十
二
郡
の
地
を
市
生
氏
郷
に
鼠
ハ
ヘ
て
奥
羽
の
守
護
と
な
し
、
叉
大
木
村
伊
勢
守
尖
子

に
真
前
大
崎
一
り
地
上
鼠
ハ
ヘ
て
、
之
れ
が
副
と
な
し
、
政
宗
も
亦
花
氏
郷
に
向
て
別
必
な
を
を
哲
し

に
不
拘
、
阻
ん
郷
…
終
日
併
に
之
れ
か
を
，
信
廿
・
一
y
し

て

屡

々

秀

吉

に

密

告

せ

し

E
あ
I

り
、
業
他
人
質
と
し
て

ム
仕
京
せ
る
政
宗
の
ふ
安
拡
俄
者
な
よ
リ
、
成
は
伎
に
敵
必
ゐ
ん
ノ
と
の
印
刷
設
行
は
る
、
も
に
歪
1
9
し

い

ば

(
十
五
)
、
天
正
十
九
年
一
北
月
家
康
及
長
政
上
洛
を
促
す
と
と
醤
し
く
(
十
六
)
、
翁
め
に
彼
は
識
者
の
資

γ

伐
を
札

3
ん
と
て
部
に
上

b
、
界
一
な
登
山
を
隙
ず
、
而
し
て
か
岡
崎
の
情
況
は
同
年
二
月
廿
九
日
鈴

木
新
兵
符
よ
・
0
石
母
国
一
加
に
血
ハ
ヘ
北
る
番
中
に
，
況
の
託
事
あ
る
を
以
て
、
英
一
一
般
JZ
知

る

な

得

r
l
J

ノ
0

↑引

1
L今

度

之

仰

上

洛

3
9
9
共
大
事
の
一
拐
に
て
候
鹿
に
、
不
務
時

4

日
御
症
の
儀
無
比
類
の
山
、
日
本
の

務
侍
京
中
川
州
俗
町
人
以
下
洛
号
、
戚
一
中
儀
不
及
是
非
候
、
於
武
功
天
下
に
無
銭
由
、
蕊
美
中
候
事

33 

不
尋
常
候
、
問
召
千
盟
の
外
に

q
y心
も
よ
く
、
御
一
大
殿
、
な
る
べ
く
候
事
未
・
属
候
。

)
、
御
屋
敷
絞
殺
~
剰
浅
野
左
京
太
夫
(
幸
長
、
)
様
に
被
仰
付
、
若
狭
の
衆
三
千
人
計
に
て
、
唯
今
御
崎
日

論
専
候
、
屋
形
様
御
屋
敷
の
次
、
山
形
殿
(
最
上
義
光
)
御
座
敷
に
て
候
、
悲
ほ
級
仁
二
三
日
目
人
の

上

初

介

思

締

、

四
五
九



、

上

総

介

忠

郎

関
穴
O
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リ
リ

分
に
て
普
請
に
て
係
、
物
一
の
哀
成
憾
仁
侠
。

一
、
諸
侍
京
中
よ

b
縫
物
際
物
、
日
夜
不
知
仙
北
九
数
銭
、
子
今
終
止
事
候
、
'
如
此
の
御
出
版
、
以
前
安
審

毛
利
殿
(
輝
一
苅
)
上
洛
以
来
、
無
之
山
風
間
俊
、
少
々
そ
れ
に
宅
迦
候
ぺ
く
候
由
業
関
ふ
て
候
。

其
後
任
斡
の
役
起
み
や
、
政
白
川

JT
後
人
&
引
共
し
て
名
謎
屋
に
陣
し
、
一
真
に
・
夫
総
二
年
間
月
十

一
一
日
朝
鮮
仁
被
t
り
(
十
レ
心
)
、
レ
心
月
普
州
の
減
を
玖
捺
し
て
、
え
月
十
二
日
、
釜
山
薮
同
月
十
八
日
名
競

屋
地
治
(
十
八
可
野
ら
く
締
闘
し

c
閤
務
を
沙
依
せ
し
が
、
・
文
縦
四
年
レ
心
月
関
白
秀
次
謀
反
の
山
争
・
以

て
、
高
野
山
仁
て
自
殺
を
命
せ
ら
れ
、
政
宗

g
亦

大

奥

潟

大

'b
と
の
風
殺
を
生
や
・
し
か
ば
、
彼
大
仁

、
殺
を
て

am
ぎ
大
阪
仁
入
よ
ツ
泌
磯
院
会
宗
の
家
よ
1

り
罪
な
ぎ
由
を
隙
ホ
ヘ
斯
く
て
秀
吉
の
疑
は
時

.' ‘
， F 

• 
，
 

L
.
 

、

•• 
、.

，

 

，P 

れ
し
と
獄
、
関
白
は
ま
対
も
な
く
苑
性
し
か
ば
、
政
局
の
紙
必
設
に

二

現

し

て

彼

は

益

々

家

康

仁

近

く
に
笠
れ
ん

J

、
郎
も
-
慶
長
五
年
九
月
二
十
五
日
今
井
宗
蒸
よ
y

り

政

宗

留

守

中

に

宛

て

し

唱

の

は

品
何
時
の
消
息
子
}
体
ふ
る
沙
も
の
な
よ
り
と
す
。

ー“・

内
府
検
於
政
宗
様
、

段
御
懇
の
段
毎
日
少
府
(
政
宗
)
様
の
御
事
出
不
市
事
は
候
は
歩
候
、
日
本

国
紳
め
で
北
く
候
。

j
i
 

期

〈

の

如

〈

爾

雄

の

按

廷

は

結

ん

で

本

問

題

の

主

人

会

大

る

忠

踏

を

し

て

之

れ

が

犠

牧

者

投

ら
し
む
る
広
宣
れ
よ
リ
。

之
れ
を
裂
す
る
仁
、
政
宗
針
徳
川
氏
の
悶
に
於
け
る
設
悶
な
る
政
治
的
同
既
は
具
基
礎
を
史

上
院
関
'
々
見
る
が
如
を
結
婚
同
盟
仁
川
院
か
れ
大
J

り
、
而
し
て
此
結
婚
同
盟
は
政
宗
を
し

て
他
の
諸

供

よ
I

り
宅
幕
府
に
劃
し
て
円
減
毛
利
容
関
係
を
大
な
ら
し
め
、
加
ふ
る
仁
幕
府
内
仁
於
て
蛍
時
最

宅
椴
勢
を
有
ナ
る
大
久
保
長
歩
、
の
之
れ
に
参
加
す
る
あ
J

り
、
斯
く
て
忠
・
縮
問
題
は
一
益
々
徳
川
初

期
に
於
け
る
総
承
問
題
と
し
て
史
的
興
味
を
法
起
す
に
至
れ
よ
ツ
、
一
世
人
以
克
仁
愁
ん
で
大
久
保

二
百
せ
か
」
る
可
か
ち
--VJ
。

長
安
に
就
を
て

夕
日
フ

伊

訟

は

イ

ダ

テ

を

毘

務

と

ず

る

と

ι
は

務

総

務

に

「

政

宗

卿

の

巾

寄

り

札

正

L
(
m
T
悠

字

い

た

て

(
未
完
)

~.~ {) 

介

i
叫

併

せ

り

と

、

然

る

に

女

泊

五

年

、

頼

朝

奥

州

統

伐

の

際

中

村

常

陸

入

港

合

問

ハ

初

出

市

〉

は

子

息

引

兵

L
其

功

多

か

り

L
を

以

て

伊

諮

郊

の

地

邸

ち

今

の

お

対

抗

附

を

一

所

領

ナ

、

今

ま

之

れ

が

泣

跡

と

L
℃

上
級
介
邸
側
榔

四
穴
凶

(

日

〉

E
恥
削
〉
れ

L
者

な

り

、

寄

れ

ほ

イ

の

省

か

れ

L
は

託

金

世

ま

り

な

ん

情

的

ニ

世

宗

村

の

長

男

惨

烈

児

時

籾

は

位

以
W

闘

に

従

り

位

り

し

よ

り

‘

山

陰

諸

問

に

強

今

6
子

孫

多

〈

あ

り

て

、

仰

れ

8
4
M
m
テ

と

正

L

{

限
へ
日
仰
れ
り
、

3
て

伊

訟

を

家

放

と

す

お

は

御

館

泰

紛

減

む

の

後

、

朝

宗

入

滋

念

・

西

が

沼

・

幼

に

依

て

将

軍

籾

朝

卿

ま

り

陸

奥

問

問

伊

訟

郡

を

賜

は

り

高

子

悶

に

居

城

せ

L
よ

り

の

械

な

り

、

其

前

ほ

伊

佐

万

八

中

村

之

檎

せ

り

L
と
、
而

L
て

際

原

山

陰

の

後

胤

が

常

陸

に

移

り

L
り
州
初
出
爪
の
高
純
然
資

宗

の

時

R

L
て

、

呉

監

都

中

村

ハ

利

者

抄

の

伊

讃

卿

郎

ち

今

の

同

県

陸

一

町

の

地

な

る

べ

L
Uに
住

L
、
常
除
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問穴一一一

上

飽

介

思

籾

赤

側

Mm
及

滞

勝

寺

〈

潟

民

守

)

お

り

、

前

者

は

伊

惑

勤

玉

事

mm
忙

「

赤

館

抵

は

桑

折

線

問

の

丘

上

院

在

り

、

土

人

路

、

伊

訟

氏

の

大

服

、

中

村

常

隙

介

初

出

ポ

ハ

初

名

時

長

〉

入

道

念

商

が

創

築

な

り

と

体

ふ

、

館

組

の

南

紀

泌

り

て

、

防

除

館

と

公

ふ

0
8

の
渇
芯
将
、
常
陸
入
十
滋
の
名
口
仏
国
み

'
B
る

ペ

{

、

山

下

に

其

拭

寝

泊

智

彦

れ

ば

俗

説

信

ず

る

に

足

る

ぷ

如

L
し
来
忙
伊
諮
郡
村
総
陀
「
高
正
寺
村
、
火
消
年
問
、
中
村
常
隙
介
山
吋
長

其

次

予

然

設

幼

長

以

て

伊

泌

郡

に

対

パ

ぜ

ち

れ

、

木

村

山

前

館

vh
腐
る
、
E

・E
・
-
-
泣
批
今
や
強
襲
に
脇
ず
と

仰
側
、
其
区
制
制
大
成
{
中
間
之
、
織
す
る
所
h

中

央

に

3
p、
本
九
と
稀
ず
芯
告
の
、
廿
代
市
爪
に
怠
り
、
西
館
は
四

に
あ
り
、
邸
中
盤
添
加
盟
の
形
、
隆
々
小
阿
ほ
存
ず
、
北
よ
り
楽
に
及
ぴ
総

b
ず

に

箆

が

滞

を

以

℃

し

=

樹

木

東

四
に
議
生
ず
、
一
息
石
冶
り
・
、
沼
山
台
也
也
被
む
あ
、
之
れ
昔
、
応
闘
争
ザ
飾
れ
る
者
と
弐
ふ
、
本
九
、
山
町
然
た
る
古
城

抵

な

り

、

山

上

、

平

沼

佼

俗

、

登

挑

す

れ

ば

億

訟

ニ

郊

の

岡

野

、

奈

総

数

虫

一
白
川
卯
位

R
除
ち
、
江
ハ
他
、
磁
-
m
同
級
水
、

mv
て

湾

奇

厨

践

の

問

に

曇

ナ

、

授

に

比
一
旦
り
、
.
邸
.
山
東

に
設
ひ
、
音
楽

形

1m 
の

地

と

溺

ふ

ぺ

L
Lと
、
次

ぎ

に

潟

勝

寺

は

今

ー

ま

際

合

村

の

成

問

、

平

俸

と

殺

析

附

の

村

常

間

入

滋

宗

村

君

境

陵

、

在

伊

述

邪

薬

折

村

満

勝

寺

」

と

i肖
iと

あ
り
て
淑
品
目
立
る
り
、
観
閲
・
古
川
に
つ
叩

あ
り
、
ぬ
問
ほ
伊
川
ゆ
家
系
悶
を
一
不
ナ
時
は
主

の

如

L伊
袖
山
家
系
悶大

会
人
蹴

皇
后
宮

一
|
潟
宗

一
成
町
安
藤
守

T
錦

霊

一
|
捕
隙
臓
人

F
l
i
p
-

⑥
飢

司

6 正1

伊

訟

伊
総
鈴
一

銭

宗

l
ム

i
中
す
庄
水
中
山
中

松

名

念

西

一

;

一
定
衛
門
隣
人

丁

銭

宗

一
出
器
守

丁

錦

行

一
伊
抽
出
崎
六
郎

工

比

例

.

一
法
P
羽
生
仰

一

推

少

俗

都

助

五

賂

可

次

鰯

寸

延

股

1
宗

政

一

l
制
;
渇

五

郎

基

下

勝

誠

一

一

一

郎

|

一

制

点

wl欄一
〕
一
柳

l
i閥
次
榔
俄
人

一

訟

名

如

滋

一

本

多

良

選

法

名

指

商

訟

護

処

凶

一

寺

本

搬

入

大

夫

一

助

七

郎

-n利保
丁

錦

氏

一
明
一

-
j

修
飽
尚
一
定
延
誠
人

T

同・
1
1
1
1
1
F
i長
関

一
修
理
見

1

1

1

1

一
次
郎
成
人
.

「

義

肢

氏

院

側

ず

る

交

番

之

L

あ
一
邦
弘
三
年
十
月

℃
混
同
人
が
見
得
る
貝
取

e
古

き

告

の

は

友

紀

拐

F
Y

に

於

け

る

伊

詑

遊

間

貞

籾

言

上

伐

と

な

す

、

即

ち

佼

は

蛍

時

官

軍

に

感

じ

千

極

忠

則

糊

に

間

刷

せ

L

6

の

な

り

-E
ず、

方
遊
間
開
眼
前
審
御
方
、
隔
制
限
中
附
術
家
御
手
、
致
合
戦
忠
節
之
問
、
申
恩
賞
之
上
者
、
任
傍
例
可
脇
安
泌

闘
賞
者
岳
、
皆
知
行
え
係
、
若
山
制
御
不
容
者
、
一
同
一
諒
伊
治
彦

b
m

印
刷
朝
基
哉
、
然
者
平
勝
安
諸
岡
山
A
t
錦

会

上

総

介

忠

部

聞
大
三
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六
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品
川
知
行
、
純
一
百
上
如
件

ハ
ニ
〉
大
勝
大
夫
政
宗
の
欽
に

L
℃

今

日

ま

で

停

は

れ

る

8
の

vh
は

山

家

誘

を

一

散

じ

て

つ

山

冶

ひ

の

き

り

は

き

な

が

b
織
に
似
て
、
浪
か
之
斗
』
け
ば
松
風
の
一
品
目
し
叉
花
山
家
容
と
題

L
て寸

l

巾

々

に

つ

h

b
折

な

る

滋

絡

え

て

容

に

と

な

り

の

、

近

、

守

山

き

と

し

な

ど

珍

り

、

体

ふ

る

路

に

止

れ

ば

彼

は

筑

波

の

認

と

白

4

巻
と
し
、
将
位
・
義
潟
の
閲
覧
に
供

L
、

将

軍

ま

り

廷

に

冷

泉

銭

廷

を

総

て

叡

慨

に

備

へ

出

家

認

に

見

ゆ

之

、

耐

松

永

十

一

一

年

、

逝

(

や

将

軍

義

持

其

死

長

滋

し

み

て

L 

一
以
と
を

へ

結

え

ん

、

惑

の

践

し

き

告
の
』
ふ
の
、
渇
と
と
そ
冶
一

b
比
例
γ'

、数

L
ま

の

道

苫

的
は
て
問
問
、
お
き

L
E
g
h
u
れ

す

の

務

の

、

そ

へ

て

抗

告

や

る

、

法

の

花

ふ

3

ハ
一
一
一
〉
氏
宗
以
下
山
川
山
市
に
翠
る
ま
で
は
、
多
(
岱
時
に
於
け
る
鎌
倉
管
領
足
利
氏
の

mm
訟

を

交

け

L
が
、
総

h
M
P
L

宅

一

り

時

の

帰

依

義

秘

主

り

其

俄

訟

を

賜

は

り

、

且

つ

陸

奥

図

守

成

は

山

崎

州

守

設

耐

側

、

及

び

左

京

、•• 
• ‘

 
.
 

• 

大
夫
り
い
任

d
u
b
れ

し

と

と

は

、

永

正

十

四

年

細

川

、

高

図

の

寺

駅

に

上
関
山
側
、
於

川
市
立
宇
官
会
長
皮
ヨ
有
係
官
、
総

グ
私

B
1
4
7
b
e
-
i刻
ヨ

、

勺

T
J
E
-

御

学

者

被

染

御

築

、

宝

官

者

被

任

左

京

大

犬

伎

、

品
ん
以
被
扮
岡
目
際
、
m
仙

寺

町

石

見

守

可

申

際

、

恐

々

謎

言

一
一
一
月
九
日

mfi 

伊

訟

次

郎

股

備
は
U

誠

司

ぜ

て

時

宗

は

将

軍

義

崎

の

俄

殺

を

、

其

子

山

似

宗

は

将

軍

談

燃

の

偏

訟

を

受

け

L

と
と
は
、
大

俗
的
先
の
山
中
舟
口

vh
主

り

て

知

る

を

得

可

{

、

且

つ

防

宗

が

呉

川

州

探

題

織

に

任

ぜ

h
D

れ

と

と

は

M
V

泌

J 
f 

ν ー

‘p

、=‘}国
v
b
E
F
l

，・-

u
a
e
Aタ
ヰ
号
L
Pド

就
奥
州
探
題
、
櫛
叫
俗
、
筑
間
大
級
一
木
、
応
一
疋
ハ
雲
密
毛
V

黄
金
品
川
前
到
来
、
日
間
俄
柿
消
防
光
可
申
伎
、
鈴

共

益

下

孝

例

候

惚

九

月

廿

凶

日

ハ
足
利
義
輝
総
押
〉

伊

漣

左

京

大

夫

E
の
へ

d1 

伊

訟

家

減

免

の

乙

と

に

就

き

て

は

小

手

滋

絡

に

比

時

分

は

諸

大

名

b

↓
公
方
、
足
利
家
に
出
仕

6
h
u
(、
山

伏

大

降

入

の

幸

を

伎

と

し

て

、

名

代

な

ど

泣

は

L
、

将

軍

の

大

帳

に

付

(

計

に

て

家

名

w
氏

名

記

き

る

h

な

り

、

小

平

古

事

談

に

其

飽

き

渇

り

、

義

山
肌
の
子
、
織
人
太
郎
政
抑
制
、
嫡
子
小
太
郎
宗
綱
、
其
子
孫
太
郎
必
一
宗
、
共
子
宮
内
大
納
行
朝
、
抜
来
去
芯

仲
間
的
の
乱
花
、
天
子
、
南
北
に
別
れ
給

ひ
、
北
街
中
納
言
問
問
家
卿
宮
方
の
御
味
方
け
い

て
、
足
利
件
崎
氏
と

紋
ひ
、
.
伊
訟
の
人
々

mm
悶
河
と
ー
共
に
官
方
砲
、
崎
京
ま

で
十
五
代
、
凡
間
百
年
、
伊
池
淵
仰
を
制

L
d向
伊

泌
殴
と
巾
叩
し

け
り
、
先
組
四
五
代
、
総
城
な
り

L
が
、
北
随
一
巡
一
山
一
御
在
城
有

L
時
よ
り
、
城
持
な
り
、
防

頃

小

限

持

の

侍

よ

り

買

を

上

L

た

り

ハ
四
〉
信
長
が
綿
宗
p
k

命

じ

て

上

松

総

信

b
v巡
伐

せ

L
め

し

と

と

は

腕
謙
信
.
恐
滋
、
念
皮
可
加
治
伐
係
、
木
庄
一
刷
版
藤
ハ
繁
長
〉
彼
相
談
、
別
市
紛
骨
蒋
日
係
、
裕
治
々
可
申
依

山
也
‘
謎
品
一
同

ハ
ヌ
毘
五
年
〉
悶
七
月
廿
一
一
一
日

伊

訟

左

京

大

夫

段

信
長
(
朱
印
〉

39 

来
一
花
家
肢
と
好
を
…
刈
ぜ
し

ζ

之

は

上

総

介

忠

締

四
六
五
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上
鰯
介
ぷ
的
制
脚

凶
六
六

壬O

嫌
米
市
叩
治
候
、
以
]
簡
令
啓
治
凶
候
、
初
燦
錦
所
持
、
総
師
差
下
候
、
路
次
往
還
鯨
呉
儀
侠
様
、
被
仰
付
絵

係

者

.

可

潟

恰

悦

候

、

議

文

向

後

乙

俗

別

而

可

申

談

所

存

倣

h

於
御
同
窓
者
、
可
鈴
木
認
候
、
次

ι
方

湖

周
之
総
可
添
仰
係
、
不
一
可
布
隊
意
伎
、
議
剣
術
彼
口
上
申
合
鮫
川
山
々
諒
一
一
同

恥
天
正
七
年
〉
七
月
日
日

ハ
輝
宗
)
伊
治
時
間
以

家
出
以
〈
花
押
〉

ハ
五
)
米
憾
・
史
談
り
と

E

伊

訟

政

宗

ハ

大

勝

大

夫

)

大

江

民

民

を

滅

L
て
長
井
山
位
取
り
、
明
徳
一
一
年
‘
其

um
代

獅

高

畑

に
き
銭
之
に
民
一
日
〆
、
群
、
家
れ
人
法
成
法
・
信
長

t
て

松

削

減

を

守

b

L
む
、
政
京
、
氏
宗
旨
持
京
、
政
京
、
四
世
高

抑
制
に
住
ず
」
之
、
廿
代
後
成
宗
w
の

際

市

畑

の

城

刊

を

館

山

に

移

せ

り

、

邸

ち

A
1

の
米
側
W

の

凶

偏

K

L
て

大

松

川
、
及
鬼
阿
川
に
亘
る
地
方
，
げ
な
り
、
米
淑
郎
子
に
「
上
長
井
館
山
:
・
1
1
西
は
巾
湖
面
野
川
を
州
市
ぴ
、
来
日
は
市
街

に
至
る
、
北
.
嬰
山
一
一
u

の
大
城
な
り
、
西
山
上
に
叶
N
A
城
批
渇
り
、
今
城
山
と
一
再
ふ
、
北
日
は
千
投
敷
の
火
原
を
応

.l:'、議i f 

て
h

備

へ

泣

か

れ

し

感

、

黄

門

政

宗

、

天

正

十

八

年
i

呉

川

大

紛

に

封

を

移

ヨ

れ

其

後

は

械

な

L
し
来
た

麻
続
九
氏
史
.
誠
一
一
に
「
伊
仙
尚
氏
の
欣
城
を
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問
地
日
日
ふ
、
乙
れ
慌
を
野
に
放
つ
に
困
却
な

b
ず
と
、
関
白
笑
て
兵
力
を

m
沿

ず

し

五

十

四
邪
収
容
が
物
と
な
れ
り
と
一
一
一
日
ひ
し
と
か
』

ハ
十
五
〉
天
泥
十
八
年
政
宗
、
氏
郷
に
向
℃
別
心
な
き
を
替

L

と
と
は
伊
諮
家
交
番
ニ
ノ
一
一
一

λ
頁
に
、
氏
郷
之

b
信

刊

は

ず

し

て

努

古

に

告

げ

L
ζ

之
は
阿
川
書
五
八
瓦
民
、
来
光
治
時
風
説
の
生
d
u

し

と

と

は

向

者

五
八
五
怖
に
ゆ
り
り
。

ハ

十

六

)

沢

正

十

九

年

正

月

十

二

日

家

成

政

宗

の

上

浴

を

促

せ

L

乙
と
は
伊
泌
家
交
者
一
一
ノ
六
七
瓦
花
、
同

月

サ

一

日

長

政

の

上

浴

を

促

せ

t
と

E
は

問

書

七

〈
十
七
〉
政
宗
波
仙
仰
の
月
日
は
伊
訟
家
究
者
ニ
ノ

り

℃

矧

る

を

得

可

L
。

ハ
十
八
〉
政
宗
蹄
凶
の
月
日
は
伊
諸
家
交
番
ニ
ノ

あ

と

と

を

得

可

t
o

一
頁
に
渇
り
。

同
一
一
一
九
及
〕

問

O
A
R
V仏
冶

る

政

宗

及

家

康

の

古

伐

に

よ

五

]

頁

に

ち

る

政

宗

の

む

ち

ゃ

に

探

せ

L
交

に

て

知

45 

上

総

介

思

綿

問
L
旬

日

、 i

ミ
E 


